
カンボジアにおける持続

可能な社会構築のための

社会科カリキュラム・

教科書開発支援事業に

協力しました(13)
活動日時 2018年9月20日(木) – 9月21日(金)

教育ヴィジョン研究センターは，By EVRI, For Everyoneを合言葉に，革新的な教育デザインの提案と社会貢献を使命とした
研究拠点です。本拠点は，3つのユニット，6つのクラスタで構成されます。ロゴは，6つのクラスタが相互に作用しつつ
1つの研究拠点を形づくり，広島を起点に，地域の，日本の，そして世界の教育を創造していく姿を現します。

広島大学インキュベーション研究拠点「教
育ヴィジョン研究センター（EVRI）」は，ひ
ろしま平和貢献ネットワーク協議会が受託し
たJICA草の根技術協力事業「カンボジアにお
ける持続可能な社会構築のための社会科カリ
キュラム・教科書開発支援」に，専門家の派
遣で協力しています。9月20-21日には，EVRI
メンバーの桑山，教育研究推進員の守谷が，
教科書の内容と印刷に関わる関係機関との打
ち合わせ会議を実施しました。

9月20日は，Publishing and Distribution
House（印刷配給所,PDH）を訪問しました。
PDHは半官半民の出版会社であり，教育省の方
針と予算に基づいて国定教科書を作成してい
ます。PDHの局長，前局長，副局長と会議を行
い，本機関の組織構成や教科書執筆者との連
携について聞き取りを行うとともに，印刷所

の見学や今後の協力依頼を行いました。な
お，PDHは編集局とレイアウト局で構成されま
すが，これらの組織に教育の専門家は正規ス
タッフとしては参画していません。そこでPDH
のスタッフにも研修への参加を呼びかけ，新
しい教科書モデルを共同で調査・研究してい
くことを確認しました。

9月21日は，資料収集とトゥールスレン虐殺
博物館館長への聞き取り調査を行いました。
資料収集では，カンボジアで過去に出版され
た教科書を系統的に収集し，過去の改訂の経
緯をたどることができました。聞き取り調査
では，平和に対する思いや，虐殺に関する歴
史叙述や社会科見学との連携のあり方につい
てお話を伺うことができました。

今後とも関連機関と協力をしながら，教科
書の開発支援を進めて参ります。

学習空間
研究ユニット

教
育
研
究
者

Ｉ
Ｂ
教
育

教育の専門家
研究ユニット

HUGLI
活動報告

No.31
カリキュラム
研究ユニット

教育ヴィジョン研究センター（EVRI）
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